
明治大学商学部 2011 年度後期 定期試験問題 

科目：財政学 B（財政学） 担当者：畑農鋭矢 
 

実施日時：2012 年 1 月 26 日(木) ３時限 
（注意）持ち込み不可。4 問すべてに答えること。解答の順序は問わないが、解答番号を明記すること。 
 

第 1 問  

 労働所得税に関する以下の設問に答えなさい。 
 
① 労働所得税が労働供給に及ぼす影響を所得効果と代替効果に分け、図示して説明しなさ

い。（15 点） 
② 労働所得税の課税によって労働供給が減ることもあれば、増えることもある。何故か。

図示して説明しなさい。（10 点） 
 

第 2 問  

 ある財市場において、S を供給、D を需要、P を価格とし、供給曲線が「P=50+2S」、需要

曲線が「P=110－D」で表せるとき、以下の設問に答えなさい。 
 
① 均衡における価格と取引量を計算しなさい。（各 3 点・計 6 点） 
② この市場に T で表される消費税が課されたとき、新しい均衡における消費者価格と取引

量、及び生産者価格を計算しなさい。（各 3 点・計 9 点） 
③ 消費税 T のうち消費者の負担分と生産者の負担分を計算しなさい。（各 5 点・10 点） 
 

第 3 問  

 公的年金制度に関する以下の設問に答えなさい。 
 
① 年金によって対処されるリスクとは何か。生命保険と対比して説明しなさい。（10 点） 
② 積立方式と賦課方式の違いを簡潔に説明しなさい。（5 点） 
③ 賦課方式から積立方式への移行は何故難しいのか。簡潔に説明しなさい。（10 点） 
 

第 4 問  

 ある政府の毎年の財政について、収入を T、消費支出を C、投資支出を I、国債の利払い費

を R とする。また、今年の財政赤字は 50 兆円、基礎的財政赤字は 20 兆円、国債の利子率は

年利 5％であった。ただし、この政府は資産を保有しないものとする。このとき、以下の設

問に答えなさい。 
 
① 財政赤字を T, C, I, R を用いて式で表しなさい。（5 点） 
② 基礎的財政赤字を T, C, I, R を用いて式で表しなさい。（5 点） 
③ 年の初めの国債残高に対して利払い費が決まるものとすると、今年初めの国債残高はい

くらであったと考えられるか。計算過程も示すこと。（10 点） 
④ 来年初めの国債残高はいくらになると考えられるか。計算過程も示すこと。（5 点） 


